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スポンサーの皆さまへ
　このたびは、のじぎくクラブ兵庫
が発行する｢きずな｣ への広告掲載
を賜り、誠にありがとうございました。
　私たち老人クラブは、高齢者の幸
せづくりと地域貢献を目標に、健康
と友愛、そして奉仕の精神をもって、
これからも積極的な活動を行ってま
いりますので、今後ともますますの
ご支援をお願い申し上げます。

のじぎくクラブ兵庫
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昨
年
４
月
、
中
筋
１
丁

目
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が
発

起
人
と
な
り
、
よ
ろ
ず
カ

フ
ェ
を
始
め
ま
し
た
。
毎

月
第
二
木
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
の
３
時
間
、
会
員

が
、
外
に
出
て
、
他
の
会

員
と
会
い
、
会
話
し
、
笑

顔
一
杯
に
、
元
気
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
最
初
の
よ
ろ
ず
カ

フ
ェ
は
、
１
月
９
日
、
お

餅
入
り
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き

ル
余
り
！

　

女
性
チ
ー
ム
も
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り
や
作

業
場
の
片
付
け
と
掃
除
を

担
当
。

　

シ
ー
ト
を
敷
い
て
掃
い

た
が
、
絨
毯
に
つ
い
た
藁

く
ず
を
と
る
の
が
大
変
。

　

参
加
し
た
50
名
が
一
堂

に
会
し
食
事
を
共
に
交
流

し
た
。
食
事
後
、
子
ど
も

中
心
に
囲
碁
ボ
ー
ル
、
わ

な
げ
、
マ
グ
ダ
ー
ツ
、
け

ん
玉
ブ
ロ
ッ
ク
抜
き
の

ゲ
ー
ム
を
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

四世代
しめ縄づくり

よろずカフェのじぎくクラブ兵庫
助成事業

屋敷老人会
（丹波市老人クラブ連合会）

中筋１丁目老人クラブ
（高砂市老人クラブ連合会）

　阪神・淡路大震災から 25 年が過ぎまし
た。この間も世界各地で大規模災害が起き
ており、日本でも、南海トラフ巨大地震が
非常に高い確率で発生すると見込まれてい
ます。

　県では県老連と連携して、防災ワーク
ショップの開催等を支援しています。家庭
では非常持出品を備え、隣近所で防災につ
いて考えるなど、日頃から、一人ひとりが

「自らの命は自らが守る」意識を持つこと
が大切です。皆で防災意識を高め、かけが
えのない「命」を守りましょう。

　

丹
波
市
の
屋
敷
老
人
会

（
矢
田
貝
勲
会
長
）
で
は
、

12
月
15
日
、
四
世
代
を
集

め
、
し
め
縄
づ
く
り
を
実

施
。

　

ま
ず
は
、
荒
藁
を
削
ぎ

綯
い
易
い
よ
う
に
す
る
の

が
大
変
。
次
い
で
、
藁
の

綯
い
方
を
教
え
て
早
速
綯

い
始
め
る
。

　

小
学
５
・
６
年
生
に
は

神
社
用
の
し
め
縄
の
や
り

方
を
教
え
、取
り
掛
か
る
。

３
人
が
か
り
で
奮
闘
し
て

く
れ
る
。
約
1
時
間
の
作

業
で
、
な
ん
と
５
メ
ー
ト

兵庫県からのお知らせ

ま
し
た
。

　

女
性
会
員
が
、
ワ
イ
ワ

イ
言
い
な
が
ら
丸
め
た
お

餅
は
柔
ら
か
く
、
大
変
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
百
人
一

首
や
ジ
ェ
ン
ガ
な
ど
に
興

じ
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
楽
し
い
催
し
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先

しめ縄ができあがり！

楽しく談笑しながらお善哉ををいただきました

078-362-9870兵庫県企画県民部
防災企画局防災企画課


